













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































可視化するためのテストとして，インターネットリテラシー指標（ILAS : Internet Literacy As-
sessment indicator for Students）を開発し，2012年度より高校 1年生を対象とした調査を毎年行い，
結果を公表している12）。この調査では，基礎概念となる青少年に必要なインターネット上のリス
ク対処能力を「違法有害情報リスクへの対処能力」，「不適正利用リスクへの対処能力」，「プライ
バシ ・ーセキュリティリスクへの対処能力」の 3項目と対応する 7つのリスクに整理している（表
2）。





















































総合 ― 69.7 67.2 68.8 69.6
1a.　違法情報リスク 著作権，肖像権，出会い系サイト等 ???? 71.8 ???? ????
1b.　有害情報リスク 公序良俗に反するような情報等 ???? 65.9 ???? ????
2a.　不適切接触リスク 匿名 SNS，迷惑メール，SNSいじめ等 78.3 75.8 77.0 77.1
2b.　不適正取引リスク フィッシング，ネット上の売春等 57.1 54.6 56.4 57.5
2c.　不適切利用リスク 過大消費，依存・歩きスマホ，マナー等 82.4 77.5 79.4 80.2
3a.　プライバシーリスク プライバシー，個人情報の流出等 63.9 60.8 62.3 63.9
3b.　セキュリティリスク ID，パスワード，ウイルス等 65.3 64.3 65.6 67.4





















配当年 講義名 履修形式 講義内にて取り扱う情報モラルに関する内容（抜粋） 対応時間 備考
1年
リエゾンゼミ I 必修 情報倫理，SNSの活用法などについて学ぶ 1～数回
情報処理実習 選択 SNSの活用法や著作権などパソコンを活用する際のマナーを学ぶ 各回 15分程度（全 30回） 教職希望者必修
知的財産入門 選択 著作権の利用などについて学ぶ 7回程度 DCA 2級指定










全 15回 DCA 2, 3級指定
2年































図 2.　回答した全学生の正答率（左 : 初回講義の回答者数，右 : 初回講義の回答者数）
表 5.　「情報と社会」履修状況と回答状況（単位 : 人）
14年度 15年度 16年度 17年度 18年度
履修者数 197（114） ???????? 353（269） ???????? ????????
初回講義回答数 162（102） ???????? 300（244） ???????? ????????
最終講義回答数 167（106） 202（160） 305（248） 337（248） 222（159）






お金を使いすぎないやり方を利用した。」（初 : 67.80%，終 : 78.31%），次いで設問 11「ネットゲー
ムでチームプレイをしていたため，チームの人に迷惑を掛けてはいけないと思い，3日寝ないで
頑張った。」（初 : 87.63%，終 : 93.78%），設問 1「USBメモリ等を差し込むだけなら危険なウィ















14初 14終 15初 15終 16初 16終 17初 17終 18初 18終
14初 1.00
14終 0.93 ????
15初 0.95 0.88 1.00
15終 0.98 0.94 0.94 1.00
16初 0.97 0.93 0.98 0.96 1.00
16終 0.98 0.92 0.98 0.97 0.99 1.00
17初 0.98 0.87 0.93 0.96 0.93 0.95 1.00
17終 0.94 0.84 0.92 0.95 0.90 0.94 0.96 1.00
18初 0.95 0.89 0.96 0.94 0.96 0.97 0.92 0.93 1.00







設問 11（87.63%），設問 1（90.75%）であったが，最終回については，設問 6（78.98%）に続いて，
設問 1（94.01%），設問 19「親子関係であれば，母親のクレジットカードを利用してショッピン
グサイトで商品を購入しても問題ない。」（94.37%）であった。また，平均正答率の高かった設
問は，初回講義では設問 4（98.91%）に続き，設問 17（98.80%），設問 20「ブログに日々の出来
事のほか，人がいやがることや友人の悪口を書いているが，今まで誰からも何も言われなかった
ので，続けている。」（98.60%）であった。最終講義では，設問 7（99.04%）に続き，設問 2（98.86%），
図 3.　初回講義および最終講義に参加した学生全体の正答率（左 : 初回講義，右 : 最終講義）
表 7.　初回講義および最終講義に参加した学生のテスト結果の相関関係
14初 14終 15初 15終 16初 16終 17初 17終 18初 18終
14初 1.00
14終 0.93 ????
15初 0.95 0.90 1.00
15終 0.97 0.95 0.94 1.00
16初 0.98 0.94 0.97 0.96 1.00
16終 0.98 0.93 0.97 0.97 0.99 1.00
17初 0.98 0.88 0.93 0.95 0.94 0.95 1.00
17終 0.95 0.87 0.92 0.96 0.91 0.95 0.95 1.00
18初 0.96 0.89 0.96 0.94 0.96 0.97 0.94 0.93 1.00













終講義ともに設問 6（初 : 69.24%，終 : 79.06%），設問 11（初 : 88.00%，終 : 94.16%），設問 1
（初 : 90.70%，終 : 93.42%）であった。また，平均正答率の高かった設問は，初回講義では設問
4（98.80%）に続き，設問 17（98.48%），設問 20（98.58%）であった。最終講義では，設問 17（98.89%）
に続き，設問 7（98.87%），設問 2（98.84%）であった。
また，正答率 100%は，初回講義では，2014年度の設問 20，21，2015年度の設問 4，13，20，
2016年度の 12，16の計 7回であり，最終講義では，2014年度の設問 4，5，8，9，12，13，16，
18，2016年度の設問 20，2017年度の 2，9，17の計 12回記録している。そして各年度における
設問ごとの初回講義と最終講義の正答率の差（＝最終講義の正答率－初回講義の正答率）は，70
項目で増加，17項目で差がなく，18項目で減少という結果であった。

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































この結果は，同じ安心協 ILASテスト 2013版を実施した安心協の 2013年度の報告15）（正答率 : 
小学生 75.4%，中学生 77.3%，高校生 83.1%，保護者 : 20歳代 95.5%，30歳代 91.9%，40歳代
91.5%，50歳代 90.8%，60歳以上 89.1%）および，同じ主旨の内容のテストを行っている安心協








































































































































 1 POSシステム : スーパーやコンビニなどのレジに会計計算機能だけでなく，売上管理や分析な
ど機能を付加したものである。インターネットに接続をすることで，複数店舗の売上状況など
を管理することもでき，経営改善などに活用されている。
 2 ICT : Information and Communication Technologyの略称である。従来より活用されている情報技
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